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ノロウイルス検査受託について 
 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜わり厚く

お礼申し上げます。 

さて、このたびノロウイルス（小型球形ウイルス）の受託に関するご案内を申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

敬白 

記 

 

《検査要項》 

検査項目名称 
ＮＶ（ＳＲＳＶ）-ＲＮＡ 

（ノロウイルス，小型球形ウイルス） 

検査コード 5158 

検体量 糞便 小指頭大＊１ 

容器・保存 K7（専用）＊2 ・ 必凍 

実施料（判断料） 未収載 

所要日数 5～8日 

検査方法 RT-PCR法 

基準値 G1：（－）  G2：（－） 

備 考 
必ず凍結で出検 

重複依頼不可 

＊1 粘液便の場合は、1～2ml 必要です。 

嘔吐物・胃液についても受託可能ですが、今シーズンのみの暫定処置とさせていただきます。 

＊2 専用の滅菌容器が必要となりますので、営業担当者または最寄りの営業所までご連絡ください。 

 

 

《 概 要 》 

  ノロウイルス（Norovirus）は、食中毒を起こす原因ウイルスで、感染源は生の牡蠣（かき）やハ 

マグリなど貝類の生食で感染し、冬期に流行し急性胃腸炎を起こします。感染成立後1～2日の潜伏 

期を経て腹痛、下痢、嘔吐などで発症します。通常血便はみられず、比較的軽症で2～3日のうちに

寛解する場合が多いといわれています。 

 
 

   

  全ての材料について必ず専用容器を使用し、採取直後より凍結をお願いします。

 検体が凍結されていない場合は、受託できない可能性があります。 
 

《注意事項》


